
HPAI 発生予防対策 
および異状家きん早期通報の再徹底を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

2 月 11 日に発生した高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）
の国内９例目の事例において、国内８例目まで（H5N1 亜型）
と異なる が検出されました。今シーズンの国内
死亡野鳥からは H5N1 亜型のほか、H5N6 亜型、H5N5 亜型
等が検出されており、異なる亜型による HPAI 発生が続く可
能性があります。 

これから渡り鳥の北帰行が本格化し、HPAI 発生リスクは
さらに高まります。HPAI 発生予防対策及び異状家きんの早
期発見・早期通報の徹底をお願いします。 
 

・専用衣服及び長靴の着用、衛生管理区域及び車両の消毒な

ど、衛生対策を徹底してください。 

・家きん舎の隙間や破損がないか点検し、速やかに修繕して

ください。 
 

・家きんの異状を認めた場合は速やかに家保に連絡してくだ

さい。通報が遅れると、地域のまん延リスクが高まるだけ

でなく、殺処分された家きんに対する手当金が減額される

ことがあります。 
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次のページのリーフレットも確認してください 



高病原性

鳥インフルエンザ

異状の早期発見・早期通報を徹底しましょう

！

！

農場の発生予防対策を徹底しましょう

引き続き最大限の警戒を！！

・ 飼養衛生管理基準の遵守状況を点検し、不備があれば改善

・ 農場従業員や外部事業者等を含め、専用の衣服や長靴の着用、

消毒等の衛生対策を徹底

・ 家きん舎の隙間の常々点検し、遅滞なく修繕

・ 以下の異状を認めた場合は、最寄りの家畜保健衛生所に相談ください。

※ 通報の遅延は、地域における本病のまん延リスクを高めるだけでなく、
殺処分された家きんに対する手当金が減額となる場合があります。

・上記以外であっても、通常時と異なる状態であると感じた場合は、
他の疾病を疑う場合でも最寄りの家畜保健衛生所に相談しましょう。

①同一の家きん舎内において、１日の家きんの死亡率が
過去３週間における平均の家きんの死亡率の２倍以上となっている

②５羽以上の家きんが、まとまって死亡している又はまとまってうずくまっ
ている


